
9和 3 30口  (ネ )ヽ 3 θ

幸

Ｐ

弩

負

為

〕Ｑ

も

「ヽ
え

η
？

う

ス
フた
か
な

―
？

」
」
言

う
「脅

哺

ど

ｔ
げ

′
ヽ

と

「

尋
●
１

眠
嬌
マ
ヾ
み
．

´
´

´

ラ脅 孝書 浙 鵬 ネム
〒(■■ヽo lo3 麦矢0■ 3砲りZF千国崎
尺ゝ へ葺
=祢
宣た歌〔補ス,`3‐ l

Tネタ|
・゙
なくιじ蠣だ私場Rだ ,at

染 34oち  c=IF`lf??Ⅲ lロィロ

・
ヒ
ト

■

一Ａ
す
■

１

マ

いう
ヒ
♂
卜
」

ｏＬ
卜
４

ム

・
鳳
ご
■
■
く

うヽ
Ｌ

だ
３
　
・イ
ム

白
令
ギ
船
ろ
上
が
う
ヒ
携

ｔ
ど
ヽ
ド
「ヒ
‘せ

閣
Ч
ざ
ユ
レん
ご
く
へ
ろ

と
、自
分
う
埓
ｔ
ヽ

り
、ド
「ム
閣
」

ノ
ト
と
う
・

て:っいRll:k. fioo- Co.i

」

エ

着
0

と
一Ц
、ヽ

,7えた薇,二ざ

乃
、１
層

「ヽ
ほ
み
え
■
で
ん
、じ
片
れ
い
っ
、
セ
ー
ジ
十
島

デ
乙
て

た
だ
に
４

１
ｔ
十
角

シ

■
、ぜ

ヤ

一げ
ュ
孔

ハ
つ
ロ
ギ
η
口
ｏ
，一雄
ａ
Ｎ
ｎ
フ
」
‐
ム
つ
・３
１
制
．準
―
バ
■

リ

ー

た

舌ヽ
，デ
了
神
、
ｋ

上

の
み
ヽ
伊
■
が
ぁ
っ
た
。
、「
ヽ
「
切
一０

嘔

侵
一

え

ろ
ん
な
１

静
７
ピ
「
こ

の
働
う
９
上
に
ハ
わ
η
η

ｌ
貼
る
ん
な
マ
ふ
ね
」コ疇

喘
‘
λ
ぎ
う
ｆ
ヽ
岬
和

静
「
ょ
ご
い場
フマ
ｔ
ユ
、
Ｌ

ユ
脅
晉
や
プ

ロ
凛
い
だ
●
魯
ネ

ざ

・未
ｂ
名
ご
ヽ
マ
」

わ

４
寿

三

ユ

ム
Ｌ

日

配

と

―
そ

人

ヽ
に
，
入
屈

）
ど
う
ろヽ

疋

琴

凛

誠

る

だ
。
「
ト

ピ
暉
電
く
ざ

ち
に
ユ
リ
払

へ
６

ハ
う
い
■．ヘ

編
集
長
■
■
焼
名
から
乳

〈釧
，■
”
与
そ
ん
た
２
ろ
′く
の
読
る
か
′与
『ｔ
・ん

人
む
マ
ふ

―
」
マ守
ｔ
．
「ヽ
ヽ
ん
ね
ヽヽ
」
デ
ど
２
ろ
ん
だ
、と
知
，マ

覆

′

め
‐■
・■
か
だ

幻
―
ピ
と
副
編
集

ｉ
の
だ
和
に，

毛

い
お
旬
■
合
いと
―
マ
「う
誤
る
ｏ
マ
ご
．行
農
場
ｏ

海
―．へ
ヽヽ
ん
か
ら
珀

、ヽ
た
「ヽ
年
り
一ヽ■
Ｑ
り』
Ｌ
休
ｎ
丼
員
ち

”
ピ
ゐ
，
た
（ュ
●
スら
）。
当
一飲
”て
「
』

薇ヽ
十
Ｌ
台
二
Ｑ
ム
腋

う
小
１
生
―
た
。
善
亀
う象
在
の
二
‘
．ド
小
と
そ
く
な
ん
ｔ

」

“野
一
尋

」
と
追

フ
マ
い
う

ヽ
・の
ハ
う
本
・拗
く，
い
＾

．
”
与

、
わ
ム
，と
統

呵
マ
下
ｏ
ざ

ｔ
ホ

え
Ｌ

人

た

暉

噂
０

フ
リ
メ
ル
ト

に
ほ

ろ

フヽ
．

セ考 |)弩 0 bt'l qo

の場
L"、 .P即J可lι

Ｆ
Ｔ
ｔ
の
ｉ
ミ

ム́
Ｌ
Ｉ
喫
う
弯
侶
た
ト

み

外
）
梁

や

疑

プ
う
ヽ
＆

介

牟

ぎ

Ａ

バ

七

ス

・五

レ

‐

た
卜

よ

蟄

憩
ぶ

盤

］

ｐ

記

．
た

，

白

乙
、蒟

一■
．欲

に

か
う

ヘ

ギ

い
人

ボ

フ́
と

″
へ
い
た
１
嘔

モ

〓
ら
「
と
―

■

う

ご

か
ι
篠
、ど
路

Ｌ
。
鮨

約
二

こ

に
■

■
ろ
ミ
と

バ

一
ス
ｈ
・ず

ユ
ー
て
の
薇

不

だ
と

い
う
′ヽ的

に

行
．う
ｙヽ
省

い
た
。
スヽ
が
，
た
わ
―
ミ
う
、爾

■
ん
。
ヽ
ヽ
ミ
に
迪
１
メ
■
■
２
．

本
ヒ
れ
む
・森
く
・学
ボ

デ
ブ
，
に
と
４ヽ
卜
・
的
へ
‥く
ヽ
た
だ
本
‥
暉
た
■
す
‐ｔ
ｌ
た
い

Ｌ
Ｄ
ス
苛
全
デ
ホ
３
の記
グ
い。

た
と
え
旬

口
耐
り

、ヽ
こ
し
「ズ
■
プ
ー
ら
、自
分

可
ざ
●
ｂ

」
卜ゝ

日

５

０

、
ｒ
ｉ
ゴ

ー
，

と
冬予
？
錯

な
た
が
ず

―
フ
ヒ
組
か
な
、ヽ
政
り
内
物
落
【に

■
ら
η
い
。
を
？
瀬
ず
ろ
た
ム
ば
哺
％
Ｌ
ヽヽ、，理
ば
と
い
・υ
崎

る

こ
と
こ

メ
確

「

ぎ

ｌ
う

／
」
ヒ
島

，
■
い
ぅ
、
Ｌ
だ

、

マ

ス
゛
ほ
ん

ど

で
。
ア

ホ

η
あ
ミ
ｆ
ふ
Ｗ
呼

「ｒ

見

に

η

こ
と
は

り
、ヽ
′
ピ
し
口
♂
フ
Ｚ
ヽ
う

ヽ
しヽ
、Λ

こ

二
融

「
薔
デ
が
人
う

■
萄

ヽ
ヽ
と

Ｌ

Ｌ

ス
ラ
ミ
な
人
丁
ょ
合
ぅ
コ
ッ
ー
フジ
ス
ど
氏
ハ
く
て
１
な
ご
撃

ら

引

２
経
一
ヽ
た
ム

２
●

ユ
い
奄ヽ

デ

々
で

か
フ
キ

フ́
リ
と
え

、
ス

哺
ぅ

０
が
．
吉

Ｃ
ｔ
に
ヽ
だ
「
マ

と
今
え
つ
ギヽ
渚
と
議
ズ
う育
ス
い」
を
船
僣
Ｆ
て
、ヽる
。

ゞ
手
ハ

マ
ヽ
ろ
．策
″

■
ヽ
小
」
と

一名

に
凛

可
ロ
ハ

Ｌ
二

⊇
ろ

／サ
Ｆ

フ
乙
育

２
亀

不

ヒ
Λ
し
の
つ
な
が
り
が
く

うヽ

奇

気

の
卜
め

Ｒ
，３

―

た

ヒ

つ
後

に
颯
ち
ヽ
ヒ

゛
　
．

■
″

罐|lm5‐:

碁■嗜 象「律kけ́均′`う)葛 L乙 2う」,Ъ '|'ちのマ豪
`′

私、`■■ミミ)」 ,えほん` 1ゴちまい、L:ノ」弓t力:重 計 知κノうなく不,湯 (_油

一
一

ダ

¨
一

０
″ヽ

Z

ｉ

″
′

『

ｌ
ｌ
ｌ

一

ロ

ロ

，

ex24a+a*'"

1儡聰辣≫■参
‐‐‐ぽや

ト

ツ

セ

ツ

幸

せ

の

主
目

い

ヽ
た
崎
■
埼
■ら
弘
■
ん
の
ピ
Ｚ
、家
ら
調ヽ
よ
Ｊ
こ
読
ん
ざ
歓
も
ヘ

た
。
一↑
う
力
亀
ち
じ
る
よ
う
に
″
ンた
と
ュ
”
ろ
ギ
Ｔ
ミ
ニ
●
コ
ン

Ｔ
卜
に
角
ぜ
デ
‘
デ
」
の
力
）懲
ル
ｔ
彎
だ
ゴ
Ｌえ
ず
作
み



2021 130口 (末 ) 〕電 熟 t\o. l+o

16<r.}
ユ Sroo!'t+fitl

鳥、、ま― qAt,r,rgir-z ′レAtiい●●:]花 モ:3′ユ
ーヽヽ

ヽ
”
ム
れ
こ
た

工
ち

ざ
，２

碑

ヒ
“

っ
た
口
た

払

η
す
に
，

レ
晰

し

新ヽ
熱
刷

の
フ
リ
教

う
ヽ

Ｌ

鶴

ぅ

と
ぺ
＞
主

Ｚ

に

中

口
銘
倒
〔甲

つ
契
力

欣
記
争
ｌ
主
に
ミ
ヘ
ー
年
，

，
ζ
いぅ
０
が
２
私
つ
た
Ｔ
子
ｏ
ム
マ
「」

ん
。
ガ
ギ
さ
ん
、，Ｔ
曰
ｑ
４
難
ι
体
均
４
■
■
」
と
言
ら
ぬ
ｚ

ろ

■ヽ
匂
キ
じ
や
，
て

ろヽ
三
役
一ヽや
へ
嗜
６
ゲ
つ
ミ
と
が
新ヽ
．閉

に
奮
「
る
は
ん
■
琺
多
た
●
い√
て
え
ば
■
■
，
こ
，ｔ
い
の
に
だ
■
ェ

Ｚ
Ｅ
仁
二
げ
Ｌ
明
ら
れ
ｂ
じ
工
に
「ロ
ミ
独
い。
島
ヒ
リ
ぅ
．

う
ュ薇
ι
可
ろ
崎
ｏ
相
手
ｎ
ン
全
″
．ド
伺
と
し
〓
マた
下

スヽ
ぃ．

冷

口

は
種

・こ

人

に
二
躾

氏
た
が
あ
ζ
暉

Ｌ

Ｍ

．な

ｔ
Ｌ

■

こ

う
もヽ

に
お
ろ

リ

ー
た
Ｌ

と

長

■
ん
Ｆ́
た

人
だ
フＬ

）λ

人
Ｒ
う

ヽ
鍋
魚

毛

ほ
ご
満
化

．
↓耳
口
物
的

に
た
く
ミ
ん
の

口
０

い
虫

」
Ｌ

呼

ル

ー
マ
民

Ｒ

ゞ

ご

う

言

ぅ

や子

ι

巧
ろ

が
う

上

の

ぅ

へ

可

い
．

卜
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

い
　
　

‐ヽ
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

，，

暮
油
さ
ん
重
ｔ
７
セ
ン
ス
電
・っアトリユ晨
」に・君

｛蒻
〔

く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恒
稚
釣
ど
み
た
療

の漱
う
黎
ん
ウ
ム

ら
家

蕎ヽ
こ

″ネ
ユ
り

ｎ
Ｈ
「

・３

ヽ
「
く

l

知
「
フ
、
爆
晏

お
，っ
い
し

負
皮
争

及

■
一
く
ん

と

カ

争
属

誘
，
ス

行

た

t

げ
ど
「
犠
″
曖
‐
ス
琴́

尊

に
触
へ
た
ト

ト下
餞
．

当
疇
η
ム
・夫
阜
キ

ヤ
ね
だ
鍼
う
マ
ニ
碑
傲
り

ぼ
ハ
‘
虫
ス
〕う
、
わ
ろ
い＞
噂
ミ
こ
び
江
げ
ら
ざ

「人
京
尺
ｉ免
街
口
（
仲
シ
ブ
ど
げ
く
）
ヽ
７
フ
つ
た
す

ｌ
ψ
ス
」
．イ
ラ
孝
己
輪
「Λ
示
メ
イ
ュ
石
油
」ご
「
渇
（百

ぅ
ざ
り
く）
■
スヽ
有
ピ
著
ｔ

、一う
言
ぅ
だ
０一■
ヽ
０
■

)f{r',,1 7r爬″

■
日
２θ
日
，
琴
落
薇
ニ

「

〓
コ

．７

‥

こ

「ヽ

ちヽ
ら
Ｌ
な
藪
ヽヽ
う
Ｒ
ど
孔

‘
時
崚

は
り
ま

，
Ｆ

ホ

守
や
囁
一の
旨

■
ん
曝

●
十
く
みヽ
・
電
獅
リ
ユ
‐
よ
う
。」
与

旦

町
●
ス
賀
）門

め

ス
リ
ー
カ
ー
か
ら
ス
ヘ
る
。
９

貝

”
日
に
ベヽ

ロ
。
「
今

日
暉
・秋
え

う
日
．
外

こ
場
′
ヾ
く

い
る

ざ

え

人
略
早
‐く

いヽ牧

に
溜
Ｔ
う

う
／

輌

１

た

が
分

か
ヽ

た
い
た

人
こ
肇
）か
り
た
ち

ｌ
ふ
¶
て
る
メ叫
や
‘象
衣
う
こ牟
と
コ寺
ね
７
あ
ヴ
く
一卜
ヽヽ
ヽヽ．な

歓́

こ
う
に
か
ら
４
片

静

、
ヽ
ど

マ

。」
と
ん

ね

薇

じ̈

詢ヽ

１

へ

う
の
ど

」
ｒ

ハ
７

一暑

に
一
日

ｎ
ｋ

そ

の
Ｂ
碑
っ
ご

。

生
看
た
應
申織「「晴
『
一勇

ト
タ
ニ
尼
暴
り
よ
」
だ
ット
ン．
ュ
０
３
ｂ
と
一考
ろ
う
。颯
漣
ぇ
Ｌ

の
美
智
み
二
々
ド
ヘ
色
違
へ
で
現
場
外
象
にヽ
や
フ
マ永
Ｌ
一ｔ

ヽ
■
７
・７

ヽ
■
ヨ
猟

こ
ふ
／
ｔ
“

ハυ
か
，
ス
か
ａ
２
ヽ
ア
゛ヽ４
１
フ
ヤ
ｂ
二
に
な́
為
２
へ
た
者
ネ
こ
う
合
２
ん
め
作
口ｂり

バ
傑
作
だ
〆
。
ヽヽ
へ
不
幼
の
人
晟
だ
き
つ
■

キ
ャ
″
ヽヽｒ
ご

‐・
「だ
らヽ
み
ｔ
濠

｝要
．デ
石
耳
一ａ
ｌ
Ｌ
マｔ
〔
ヽ
マ
ー
」
と
マて
い
へ
て
い
う
∫
当

■
ロ
シ
‘
ゴ
・塁
え
る
モ
ず
しド
｝
嗜
だ
が
．崎
ぞ
（サ
暴
ヤ
マ

が

や
≦

フ
入
卜

τ
ら
な

羞

碑
作

品

ド

な
一
場

ｔ
．
日

ご
棄

―

ぶ

く

て
く

へ

る
．

▽

詫ヽ

名
¨
●
ゅ
ぇ

こ
ん
可
Ｌ

フ
て

く

れ

た
税
町

■
Ｆ
晟
呪
‘
掬
一人
、づ

と
天

同
開

■
Ｌ
と
ュ
ス

ム
Ｚ
、ヽ
み
。
「ラ
ι
ハ
ー
た
ら
？
ビ

と
口
“
い花

（
ハ
こ
″
た
ゥ
７
一俎
一ド
的
ウ
ー
．ヽ
礎
人
ど
副

ぶ
チ
，
■
訊
ざ
聯
め
ら
ム
た
呻
ロ

銘
「
Ｋ

■
ん
ｒ
孔

，麻

ソ
陶
ぅ
ぇ

工
管
召
Ч

呵́

ヤ
礎
“
●
倒
”ヽ■
Ｅ
ヽ
ス
だ

な
′に
「縦

引

子

」
と
一ヽこ

フ
今

翡
．を

暴

「
Ｚ
ｔ
ぶ
「
た
そ
‘
五

フ
η
ば
，
ｚ
゛
■
土
推
た
「
ゴ

・る

に
こ

く
む
，
卜
．

う

゛

い
斗

―
．り
Ｎ
哺
,
打
り

い

、ヽ

みヽ
出
「れ長

色
η飾

〓
り=■

・ !
不λ“ネ・衛

久

）

，
ｒ 題多■来を■4■L  【無占平・載太k珂Й市

´
〓議
一・・・一燿
・・、
一

襴
・．曖
蜃

η
位
重
「五
「
４

■
●
す
・
仁
重
■

潔

ｏ
■
Ｊ́
足
．こ
秦
■
く
●
。
准

”的
「

喀

・業
一ヽ〓一一一一一彗


